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国立大学法人弘前大学・国立大学法人岩手大学
令和３年度工事入札等監視委員会定例会議議事概要
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オンライン会議

委 員

　　　　　　　委員長　 斎藤　千加子（大学教授）

　　　　　　　委　員　　角舘　清典（国土交通省工事品質管理官）

　　　　　　　委　員　　吉村　顕真（大学准教授）

　　　　　　　委　員　　古川　直磨（公認会計士･税理士）



別紙 

 

審議案件１：弘前大学（本町）動物実験施設改修機械設備工事（Ⅱ期） 

 

 

 

 

 

意見・質問 回答 

〇不落随意契約はどのような場合

に行うのか。 

 

〇開札は入札説明書等に記載してあるとおり原則２回行う

こととなっており、不落となった場合は、会計規程に基づ

き、最高評価値の業者と価格交渉を行うことになっていま

す。 

 

○入札参加者の入札価格が予定価

格より高く提示されており、大き

な差が生じている理由はどのよ

うに考えられるか。 

〇本学が要求する基準よりさらに高度な技術を想定して積

算していたと考えられます。 

 なお、今後発注を行う工事について予定価格の見直しが必

要か確認するため、契約後に同じＡ等級の業者２者から参

考見積書を徴取したところ、予定価格と乖離がなかったた

め、予定価格の積算方法は適正だったものと判断していま

す。 

 

○高度な技術が必要だと思われて、

入札参加者が少なかったという

理解でよいか。 

〇その他にも青森県や弘前市の地方公共団体で行われてい

る様々な公共工事に参加していたため、入札参加者が少な

くなったと分析しています。 

 

〇入札参加者を増やすために工事

の宣伝はできなかったのか。 

〇年度当初に工事の発注見通しを公表しています。また、契

約実績のある業者に入札公告の案内を行い入札参加者が

できるだけ多くなるように配慮しています。 

 

〇競争参加資格を有する者は何者

あるのか。 

〇今回は管工事Ａ等級及び東北地区に本店、支店又は営業所

があることを競争参加資格要件としていたため、一定程度

の業者が競争参加資格を有している状況となっています。 

 

〇入札辞退者の理由が別の工事を

落札したため技術者を配置でき

ないとのことだったが、工事が始

まる７月は地域的に官公需が多

い時期ではないのか。 

 

〇発注時期としては早いのですが、地方公共団体の国土強靭

化加速化対策等の工事の発注時期と重なったことも入札

参加者が少なくなった要因だと考えています。 
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審議案件２：岩手大学図書館外壁等改修工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見・質問 回答 

〇入札参加者が７者から５者にな

った理由は何か。 

 

〇２者が入札までの間に他の工事を受注したことにより入

札参加を辞退したため、５者になりました。 

〇今回の工事で入札参加者が７者

というのは普通なのか。 

 

〇予定価格が１，５００万円規模の工事としては、比較的多

く集まっています。 

〇落札金額が予定価格と差が無く、

落札率が９９．７４％と高い数値

になった理由はあるか。 

 

〇落札者の２回目の入札金額が予定価格に限りなく近いも

のであり、不落随意契約交渉に入った１回目の見積書提出

時は様子を見ながら提出したため、落札金額と予定価格と

の差が無くなったと考えられます。 

 



別紙 

 

審議案件３：弘前大学（文京町）附属図書館改修電気設備工事 

 

意見・質問 回答 

〇落札者は大幅な低入札価格とな

っているが、低入札価格調査の

「その価格により入札した理由」

として挙げている４項目につい

て、価格をどの程度下げられるの

か確認しているか。 

 

 

 

〇「①器材・資材」は、電灯設備と動力設備の価格が特に低

く、工場製作となる受変電設備は長年取引している業者か

ら安価に入手可能であるため、約１，２００万円の低減が

できることを低入札調査時に確認しています。 

「②施工」については、自社の電気工事士や普通作業員等が

施工を行うことで労務費の低減が図られたことを確認し

ています。 

「③共通仮設費」については、近隣で同様の工事を施工して

おり、弘前市内に資材置き場があること、「④現場管理費」

は自社で施工図・完成図を作成・管理することで、約１０

０万円の低減ができることを確認しています。  

「④一般管理費」は従業員給与手当、保険料、通信費、福利

厚生費等で３５０万円の低減が可能となったことを確認

しています。 

 

〇低入札価格となった落札者の一

方で他の入札者は予定価格を上

回っており、入札価格の差が激し

いが、様々な要因から入札価格に

幅がある工事なのか。 

〇落札者は、上記の理由から工場製作する受変電設備や照明

設備について大幅な価格低減となり、低入札となっていま

す。 

 また、他の手持工事の時期と重なっているので、資材を一

括購入することでも大幅な価格低減が可能になったと考

えています。 

 

〇下請業者が何社程度入る見込み

で予定価格を算出したか。 

 

〇国土交通省「公共建築工事標準単価積算基準」における電

気設備工事の積算基準に基づいて予定価格を算出してお

り、下請業者数は加味されていません。 

 また、火災報知器や情報通信以外の工事はほとんど自社で

施工しています。 

 

〇国立大学法人は、最低基準価格を

大きく下回る場合は点数をつけ

ないペナルティを課す等入札方

式の検討はしているのか。 

〇予定価格が一定基準額を上回る場合は特別重点調査を実 

施し、適切な契約できないと判断されれば契約締結には至

りません。 

 また、本学では予定価格２億円以上の場合は、施工体制確 

認型の入札方式を実施し、施工体制の状況を加味し評価値 

が高い入札参加者と契約しています。 
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審議案件４：岩手大学（上田）基幹・環境整備（給水設備）工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見・質問 回答 

〇低入札調査の「その価格により入 

札した理由」の中でどの項目が価 

格を下げる大きな要因であると 

ともに、大体いくら位下げられた 

のか。 

 

〇受水槽の発注は頻繁にあるものではなく、かつ一度に複数

台発注となったので、メーカー間の値引き競争が働いて低

価格になったと推察されます。受注者の内訳書と予定価格

内訳書を比較したところ、受水槽関連の金額に大きな開き

があり、受水槽の価格については約１，０００万円の開き

がありました。 

 

〇受水槽の台数を多く注文すると

１台あたりの価格が大幅に下が

るのか。 

 

〇上記の理由からそのように推察されます。 

〇入札参加者すべてが低入札調査

基準価格を下回っている中でも

金額に差が見られる理由は何か。 

 

〇入札参加者とメーカーとの長年の取り引き等から値引き 

に差が出たと推察されます。 



別紙 

 

審議案件５：弘前大学（文京町）総合研究棟改修（理工学系）設計業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見・質問 回答 

〇簡易公募型プロポーザル方式で 

は評価点が２位以下の者は入札 

に参加できないのか。 

 

〇基本的に最も技術提案書の評価点が高い者と見積合わせ

を実施し、どうしても価格交渉が折り合わない場合は次点

の者と見積合わせを行って価格交渉を行います。 

〇見積書の提出が５回目で決定し

たが、何回でも見積書の提出が可

能か。 

 

〇見積合わせの回数の制限は無いので、予定価格が下回るま

で実施していました。 

〇建設コンサルタント選定委員会

のメンバーを教えてほしい。 

〇施設環境部長、施設環境部施設企画課長、施設環境部整備

計画課長、施設環境部環境安全課長、総務委員から委員長

が指名する者（附属病院経営企画課長、人文社会科学部教

員）、その他委員長が必要と認めた者になります。 

 

〇建設コンサルタント選定委員会

に建築分野の専門家は入ってい

るか。 

 

〇施設環境部整備計画課長が施設整備事業や施設維持管理

等の業務を行っておりますので建築分野の専門家に該当

すると考えております。 

〇簡易公募型プロポーザル方式等

の価格以外も評価する入札方式

は、丁寧ではあるが発注者が選定

までに時間を要し手間がかかる

のではないか。 

〇設計条件が具体的に決まっていれば一般落札方式で対応

しているものもあるかと思いますが、今回は発注者から大

枠でこのような設計がしたいと意図を提示し、設計事務所

からの技術提案に基づいてどの業者が適切か選定する簡

易公募型プロポーザル方式を実施することで、手間はかか

りますが実施設計の品質も確保できるため、適切であると

考えています。 
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審議案件６：岩手大学総合研究棟改修（理工学系）設計業務 

 

 

 

 

 

 

 

意見・質問 回答 

〇技術提案書提出要請者６者のう

ち３者の技術提案書を審査した

のはなぜか。 

 

 

〇６者に技術提案書の提出を要請しましたが、３者が辞退し

たため、結果的に３者の技術提案書を審査しました。  

なお、辞退理由については、他の設計業務を落札した理由

が１者、 電子入札システムの手続き上の不備により提出

締切日に間に合わなかった理由が２者になります。 

 

〇技術提案書提出要請者６者は大

学が選定したのか。 

〇１０者から本設計業務の参加表明書の提出があり、本学建

設コンサルタント選定委員会が提出要請者選定基準に基

づき６者を選定しました。 

 なお、１位から６位までの点数が僅差で６位と７位以下に

点数の開きがあったため６者を選定しました。 

 

〇参加表明書提出者は２３点以上

が選定されることはわかってい

ないのか。 

 

〇選定する得点については公表していません。 

〇技術提案書辞退者が電子入札シ

ステム上の手続きが間に合わな

かった理由を具体的に教えてほ

しい。 

 

〇電子入札システムから提出要請者に技術提案書の提出依

頼を行い、提出要請者が電子入札システム上で手続きを行

い技術提案書を提出することがでますが、その手続きを行

わなかったため辞退となりました。 

〇落札率が９８．１９％と高いが、 

 １０者が参加表明書を提出して

いるので、一般競争入札方式であ

れば価格が安くなる案件である

と思われるが、簡易公募型プロポ

ーザル方式で実施する意義はあ

るか。 

 

〇本設計業務については価格だけで判断できるものではな

く、技術提案書の内容が良かった者を選定し、価格交渉を

行う簡易公募型プロポーザル方式を実施することに意義

があります。 


